平成２５年度　鶴岡市立図書館協議会会議録
○　日　　時　　平成２５年９月１１日　午後１時３０分～３時３０分
○　会　　場　　鶴岡市立図書館　講座室

○　次　　第　　１ 開会
　　　　　　　　２ 委嘱状交付
　　　　　　　　３ 館長あいさつ
　　　　　　　　４ 図書館協議会委員並びに事務局職員紹介

　　　　　　　　５ 協議

(1) 図書館協議会委員長、副委員長選出

(2) 委員長・副委員長あいさつ

(3) 平成２４年度図書館事業報告

(4) 平成２５年度図書館重点施策と主要事業について
(5) 鶴岡市子ども読書活動推進計画（仮称）について

　　　　　　　　６その他

· 出席委員

樋渡美智子、金子洋子、遠藤知子、 笹山一夫、三浦洋介、村山正憲、大江弘子、 鈴木邦、鈴木和子
· 欠席委員

菅原純子、 成田勇委、伊藤克弘
○　市側出席職員

　　図書館長　板垣茂、同主査　矢口由紀、同図書専門員　新宮久美
　　社会教育課長　加藤保
○　公開・非公開の別　　公開
○　傍聴者の人数　　０人

○　協議事項　

（1）図書館協議会委員長、副委員長の選出について

　　　事務局案　：委員長　　　樋渡　美智子 氏

　　　　　　　　　副委員長　　金子　洋子 氏

　　　　　拍手で了承

（２）委員長・副委員長　あいさつ

　　　　　女性2人は初めて

　　　　　鶴岡の図書館のために手助けをしていきたい

（３）平成24年度図書館事業報告（要覧ｐ９～ｐ11･26）　〈説明　事務局〉

　　　　　事業内容や実動数・参加者を報告　　　　

　　　　登録数の減等について説明

質　疑
〈副委員長〉　読書感想文コンクールで中学校の参加がなくなったのはなぜか。
〈委員〉　　　小学校は中学校区で審査選出をし、田川地区学研に提出するが、中学校はそのままでよいため鶴岡市のコンクール参加はなしとなった。
〈委員長〉　　事業の参加者数等について　児童数少なくなっているがわりと参加者があり結構なことだと思うが、何か特別な手当てをしたのか。
〈事務局〉　　予約利用の増加についてはインターネットを利用する方が増えており気軽に予約できるためと思われる。
　　　　 BM利用増は学校での貸出ステーションを増やしたことが考えられる。
　　　　 団体貸出は学級文庫への貸出がある 保護者や先生の尽力で年度初めに多く借りて
いかれる。
〈委員〉　　　座る席が少なく足りない。新聞などもすぐには見られず、順番待ちの状態である。　
何か対策などはどう考えているか。
　　　　 県立図書館では利用目的に合わせた席の利用を提供しているが、将来的に考慮をし
てはどうか。
〈館長〉　　　座席不足については利用者からもお声をいただいている。
　　　　 限られた数のため入館者が多い時はそのような事もおこりうると思われる。
　　　　利用者の傾向がここ数年リタイヤされた方など 図書館に朝からおいでになり長時
間滞在し図書を利用されているようである。
　　　　高校生は他にも学習する施設がありそちらを利用しているようだが　調査読書室は
夏休み･土日･祝日などは生徒・学生が席を占めることもあるが平日は比較的着席で
きている。
〈委員長〉　　図書館に対しての市民からの意見はないか。
〈館長〉 　　　駐車場の不足や児童室での声や物音が一般室にひびく等のご指摘はいただいている。
　　　　限られたスペースなのでなかなか現状ではむずかしいが、将来的には利用目的に合
わせた ＡＶの利用などもできるような環境整備が必要と考えている。
〈委員長〉　 平成23年度に行ったアンケートでも優れた文学者を輩出している鶴岡市としては図
書館施設に関しての体制が不足しているのではないか、教育委員会の後押しも足りな
いのではという意見や駐車場や席の不足に関する意見があった。課題は沢山ある。
〈委員〉　　 現在の図書館が建ってから約30年、当時の図書館の使命や読書は現在では形態・機
能がかわってきている。読書の多様化・電子化などで図書館の使命は変わってきてい

る。
新しい図書館の構想や機能も変化を求められている。
限られた空間で工夫し知恵をだして予算を行使してほしい。
文芸春秋6月号で立花隆氏が図書館のことを書いていた。
私が本を出したとき国会図書館に納本した。全国からそのように本が集まり保管場所
が心配になったが、国会図書館は地下30メートルの書庫が大丈夫とのこと。また東
大の図書館でも新図書館を作っており地下2･3階に保存書籍300万冊を収蔵し全自動
化書庫を作るとのことだ。
また、電子化も進めており膨大な予算がついて改造を進めているそうだ。今後電子化
に向けて図書館のありかた、国のありかたが問われていくだろう。
今から3年くらい前に佐藤賢一さんが鶴岡タイムスで地方の図書館は情報発信など
が貧弱だと書いていた。図書館関係者には耳の痛いことではなかったか。図書館の使
命として情報発信・施設整備など努力を期待する。
読者は整備できるまで我慢していく。
自宅の本をどうするかが今は課題だ。
〈委員長〉　現在展示中の佐藤誠朗先生の蔵書類だが、きれいに整理活用していただいたと奥さ

んが大変喜んでいた。
　　

（４）平成25年度図書館重点施策と主要事業について(要覧ｐ8･27～32)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　〈説明　館長〉　

図書資料の充実が大切である。
図書購入費について 平成24年度が「光を注ぐ交付金」が潤沢についていたが今年度は
元に戻った。
単年度での予算増加ではなかなか図書整備はむずかしい。
全市統一のブックスタートが開始された。
限りある資源の中でより良い資料収集 施設整備・運営に努めていきたい。
　質　疑

〈委員〉　　　温海地区のブックスタートは温海ふれあいセンターで行っている。
温海の各地区でおはなし会を開催した。
周知の方法がなかなかむずかしい。早めにチラシを配布しても忘れられてしまう。
今年は有線放送を使ったらかなりの方がきてくれた。
　　　　 　温海分館の調べ学習の蔵書が不足していると思われる。
〈委員〉　　　羽黒地区では社会教育の担当者ががんばってくれている。
　　　　　 広報活動はしているが 親の関心を得ることが大切。
声を掛け合い口コミなども考えているが、親の関心を得るのに良い手だてがあれば
教えて欲しい。
小学校の中高学年はスポ少が中心になっている。
福祉関係施設などでの読み聞かせが好評である。
〈委員〉　　　櫛引地区はいままで3冊のブックスタートの絵本配布だったが、全市一律1冊に
なったので少々残念である。
おはなし会に参加する人が固定化している。
おはなし会はケーブルテレビで周知しているが、若い人達には見てもらえない。ポ
スターで周知しているがあまり集まらない現状だ。
〈委員〉　　　図書館としては市民ニーズにはどう応えているか。
〈事務局〉 　リクエストを受け付けている。
　　　参考相談コーナーでご意見を承っている。
〈委員〉　　　図書館に求める意見を利用者にアンケートしてはどうか。
質問応答コーナーをもうけてはどうか。
風除室の所にある掲示板に質問票とそれに応えた票を貼ってそれぞれの意見や情報
を交換できるような図書館がいいのではないかと思う。
市の広報に図書館ではどんなことをしているのか、たとえばレファレンスや利用者
案内など広報活動を充実させアピールする何らかの手だてを考えてはどうか。
大宝幼稚園では「図書館に行こう！」という案を構想中である。
〈委員〉　　　致道ライブラリーとのすみ分けはどうなっているのか。
開架の資料はどれだけ借りられているのか、特に全集の書棚だが本の配置がダブっ
ているものなど整理できないか。
少しでも改善策に近づけるよう努力を希望する。
〈館長〉 　　皆様にいろいろご意見をいただきありがとうございます。
致道ライブラリーの件ですが、専門書と一般書の間の本につきましては相談窓口で問
い合わせをしていただくと相互貸借や資料購入の検討対象に入れていくようにする。
本の配置につきましては整理･配置を考慮検討していく。
〈委員長） 　いろんな意見をいただいたが課題もたくさんある。
解決に向けて検討願いたい。
（５）鶴岡市子ども読書活動推進計画〈仮称〉策定について　（説明　館長）

〈副委員長〉中学生や高校生に向けてのアクセスをして欲しい。
ニーズを把握し反映できるような手だてを希望する。
芸術分野の充実はどうか。
DVDや文学活動を盛り上げるようなものなどもどうか。
〈委員〉　　鶴岡市子ども読書活動推進計画は大切なことなので策定に向けてよろしく頼みたい。
〈委員〉　　読書の楽しさ･喜び必要性を皆さんに知ってもらいたい。
計画ができれば読書するというものではないので、平成27年の策定前に先行的な活動
などもあってもよいのではないか。参考意見として受け止めてもらいたい。
５．その他　　山形県図書館大会が10月24日（木）村山市「甑葉プラザ」で開催されます。

　　　　　　　出席される方はよろしくお願いいたします。
６．閉会

